
別添１
監査チェックリスト（本社用）
	
	適切
	不適切
	適用外
	未実施

	1 登録講習機関等情報
	
	
	
	

	1.1 登録講習機関等の本社の名称及び住所は、航空局への申請及び届出の通りであること。
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	2 各種資料の管理状況
	
	
	
	

	2.1 事務規程が適切に管理されていること。
	
	
	
	

	2.2 登録講習機関等が管理している最新の事務規程と、航空局に届出のあった事務規程が一致しており（航空局が変更届出不要と判断した項目を除く。）、変更届出が確実に提出されていること。
	
	
	
	

	2.3 受講者の入学申請の受理及び受講者からの講習の料金の収納に係る記録が確実になされており、３年間保管されていること。
	
	
	
	

	2.4 修了審査の結果及び講習修了証明書の交付に係る記録が管理台帳において確実になされており、３年間保管されていること。
	
	
	
	

	2.5 実地講習実施計画書が確実に四半期毎に作成されており、３年間保管されていること。
	
	
	
	

	2.6 講習の実施実績に係る記録が確実になされており、３年間保管されていること。
	
	
	
	

	2.7 毎事業年度経過後３月以内に、当該事業年度の財務諸表等を作成し、５年間事務所に備えてあること。
	
	
	
	

	2.8 講習修了証明書が規定の項目が網羅された様式となっていること。講習修了証明書に記載されている修了対象となる学科講習、実地講習について受講者が実際に受講修了した講習となっていること。発行された講習修了証明書の各項目が正しい表記となっていること。
	
	
	
	

	2.9 講習の修了者情報をドローン情報基盤システム（DIPS）にCSV形式で正しくアップロードしていること。
	
	
	
	

	2.10 無人航空機講習事務規程（以下「事務規程」という。）に記載の手数料どおりに徴収していること。
	
	
	
	

	2.11 役員の選任の届出等について、無人航空機の登録講習機関及び登録更新講習機関に関する省令（以下「省令」という。）第５条の規定に従って行われていること。
	
	
	
	

	2.12 省令第６条第６号に規定するとおり、講習が適切に行われていることを管理者が定期的に確認していること。
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	3　管理者及び副管理者
	
	
	
	

	3.1 管理者及び副管理者（副管理者がいない登録講習機関等の場合は、管理者のみ）は、航空局への申請及び届出の通りの者であること。
	
	
	
	

	3.2 管理者及び副管理者（副管理者がいない登録講習機関等の場合は、管理者のみ）は、講習等を統括的に管理できる権限及び責任を実質的に有しており、管理を実際に行っていること。
	
	
	
	

	3.3 管理者及び副管理者が所定の管理者研修を受講修了しており、有効な管理者研修修了証明書等を保持していること。
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	4　講師及び修了審査員
	
	
	
	

	4.1 航空局への申請及び届出にない者が講習を行っていないこと。
	
	
	
	

	4.2 航空局への申請及び届出の担当科目以外の講習を、講師が行っていないこと。
	
	
	
	

	4.3 全ての講師が講習事務に関する不正を行っていない又は航空法若しくは航空法に基づく命令に違反し罰金以上の刑に処されていないこと。
	
	
	
	

	4.4 航空局への申請及び届出の担当科目について、全ての講師の保持する技能証明が有効であること（経過措置廃止後）。
	
	
	
	

	4.5 全ての講師が、登録講習機関等の教育の内容の基準等を定める告示（以下「告示」という。）に規定された講師に対する研修を登録講習機関等において受講し、修了していること。研修受講後３年を経過した者は、再度研修を受講し、修了していること。
	
	
	
	

	4.6 全ての修了審査員は、担当する無人航空機操縦者技能証明の区分に応じた修了審査員研修を受講し、有効な修了審査員研修修了証明書を保持していること。
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	5　学科講習
	
	
	
	

	5.1 航空局に届出のあった講習内容及び講習時間が、告示別表第一に定める必要履修科目並びに講習時間等の講習の内容及び講習の方法の基準を満たした学科講習の内容及び教材であること。
	
	
	
	

	5.2 航空局に届出のあった講習内容及び講習時間以上の学科講習が実施されていること。
	
	
	
	

	5.3 オンラインでの学科講習を実施している場合、講習の方法は、告示別表第三の要件を満たしていること。
	
	
	
	

	5.4 オンラインでの学科講習を実施している場合、全ての受講者に対して修了確認試験（学科）を実施していること。
	
	
	
	

	5.5 告示第１条第２項で定められた以上の数の受講者に対して各学科講習を実施していないこと。
	
	
	
	

	5.6 航空局に届出のあった講習が実施されており、有効な学科試験合格証明書を有する者等の学科講習を免除することができる者に対してのみ入学が認められる（実態として学科講習が行われていない）ような運営になっていないこと。
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	6　実地講習
	
	
	
	

	6.1 航空局に届出のあった講習内容及び講習時間が、告示別表第一に定める必要履修科目並びに講習時間等の講習の内容及び講習の方法の基準を満たした実地講習の内容であること。
	
	
	
	

	[bookmark: _GoBack]6.2 航空局に届出のあった講習内容及び講習時間以上の実地講習が実施されていること。
	
	
	
	

	6.3 告示第１条第２項で定められた以上の数の受講者に対して各実地講習を実施していないこと。
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	7　修了審査
	
	
	
	

	7.1 事務規程に定める要件に合致した受講者に対して、受講科目に応じた修了審査を実施していること。
	
	
	
	

	7.2 指定試験機関が実施する修了審査員研修を修了した者が修了審査員として修了審査を実施していること。
	
	
	
	

	7.3 受講科目に応じた修了審査員が、修了審査を実施していること。
	
	
	
	

	7.4 合格基準に満たない受講者を合格としていないこと。
	
	
	
	

	7.5 合格した受講者に受講科目に応じた修了証明書を確実に交付していること。
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	8　監査
	
	
	
	

	8.1 毎事業年度、外部の者による監査を受検し、監査報告書を受領し、適切に保管していること。
	
	
	
	

	8.2 監査の結果を、当該監査が終了した日から一月以内に航空局に報告していること。
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